対談　多和田　葉子×ロバート　キャンベル――「蛸、出て来い。」ついそちらへ歩いてしまう人々の物語 by 多和田 葉子 et al.
対談



































































































































































































































































































































































reat.Butsomethingwasonhis tail.Hewalked inarush,bumping into






　 ――Asimages likethesecametomind, ……Shūichidecidednotto
backtrackup themain avenue, but turned insteadonto aback street.
Walkingdownthealley,hefeltlikehisthoughtswerewalkingoneortwo
feetaheadofhim,andthathisbodywasbeingpulledalongintheirwake.
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キャンベル　日本語も英語も直接話法がありますが、日本語の方は直接話法が
どこで終わるかというと、もともとかぎ括弧がないので、自分が自分に言いか
ける直接話法が間接的になっていて溶けていくんですね。それが英訳ではyou
を混ぜることによって、寄り添い、ほうっておけなくなる。
多和田　日本語では、一人称の語り手が心の中でつぶやいているのか、それと
も地の文なのか、文法的に区別する必要がないので、ドイツ語でもついそのよ
うに書いてしまいます。すると人称代名詞とか時制に問題がでてきて、「文法
が間違っていますよ」と校正などで指摘されるんです。
キャンベル　それは完全に直すんですか。
多和田　いいえ。外的な規則だけに機械的に従ってしまうと、それはそれでダ
メな文章になってしまうと思うんです。「たまに規則に反すると文法上の間違
いのように見えるから、どうせなら全部混乱しなさい」と言われたこともある
けれど（笑）、でも全部そうすると、私としてはやり過ぎという感じがする。
客観的にみて正しい度合というのは存在しないわけで、特に作者の細胞が多言
語でできている場合は、その都度、自分なりの基準をつくっていくしかないで
すね。
キャンベル　「海面」は、復興に賑わう銀座という、新奇な建築や色鮮やかな
飾り窓が並ぶ通りを歩いているはずなのに、ひとつとして描写されません。
　対して『百年の散歩』には、今日何度も触れますが、ディテールに神なのか
悪魔なのかいろんなものが潜んでいて、それこそ丁寧に一つずつ封筒を開いて
いくと、たくさんの感動や疑問を投げかけてきます。この連作短篇小説は、章
ごとに通りの名前がついています。つまり地域によって章立てがなされている
わけですけど、カール・マルクス通り付近を歩きながら、ある店の前に足を止
めるんですね。その箇所を読んで頂けますか。
多和田（朗読）　《トルコ料理屋の看板が何軒か視界に入る。これだけ数があ
ると競争も激しいだろう。ドイツ語ではあまり使われない「Ｙ」、ドイツ語で
もよく使われはするけれど一つの単語の中で繰り返されることはない「Ü」が
－146－
次々現れて、視界を覆う。ニンニクと串焼き羊肉の焼ける匂いに混ざって神経
を刺激する。羊、筆字、イスラムのラム。お腹はすいたけれど、展覧会を観た
あとであの人といっしょに食事するのが楽しみなので我慢する。食べるつもり
はなくてもメニューというのは読んでいて面白いものだ。》
キャンベル　一種の心内語といいましょうか、ここで主人公が後に振り返って
いるのか、そのとき感じているのか。圧倒的なディテール描写です。その直後
にイギリス人観光客風のミス・マープルみたいな女性が、「このランチ、よさ
そうね」と英語で話しかけてくる。ちょっと困って通り過ぎてから振り返る
と、ミス・マープルは人が通る度に声をかけていた。実はあの女はお店の人な
んじゃないかという、ちょっと意地悪な主人公の読みが。
多和田　でも、これは本当にあったことなんですよ。もう絶対にお店の人だと
思いました。だから私は、ノンフィクション作家なんです（笑）。
　ただ、本当のことは毎秒無数に起こっているし、その中からごく少数のこと
を選ばなければ、文章を書くことはできません。人によって解釈の異なること
もたくさん起こっている。私は自分が面白いと思う方向に極端な解釈をしてし
まう傾向があって、誰かと一緒に同じ状況を目にして、あとでその時の話をす
るとあまりにも違うので驚くことがあります。だから、ノンフィクションで
あっても常にフィクションであるとも言えます（笑）。
危険に向かう
キャンベル　外にはいろんなリスクや渡り合っていかないといけない世界があ
り、肉体的精神的なさまざまなストレスに直面しながら生きていくわけですけ
れども、先ほどの「海面」も、現代のフラットな小説も、主人公は内向性を強
めます。一方、多和田さんの世界では、個人は、外にあるものに投影された主
体として現れる。そして、それが拡散し世界とつながります。
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　最後に、外にある、と同時に内在する危険の視点から『献灯使』をとりあげ
ましょう。カタストロフィーを経た未来の東京。そこに暮らす人々の世界を描
いた中篇小説です。体が思うように動かせない幼い「無
む
名
めい
」という少年と、ひ
いおじいさんの義郎。無名の面倒を見ているひいおじいさんが、声に出さず心
の中で叫ぶように、地球をそっくり呑みこむことだってできる、と無名に対し
て祈るような希望の言葉を発する場面があります。無名は、命
めい
旦
たん
夕
せき
に迫る大変
な状況にあるのではなくて、おそらく何年も何十年も与えられた情景の中で生
きていかなければならない。
　『雲をつかむ話』の主人公は、あぶない橋を渡るなという忠告はありながら
も、あえて危険を冒して、いろんなところへまさに境界を越え、交わろうとす
るんですね。
　『献灯使』の世界は、有無を言わせず、かつて起きた大きな事件がすべてを
形作って決めています。東日本大震災が起きて以降、多和田さんの中での大き
な変化や、あるいは作者として視界に入れようとすることの一つの変わり目が
あったように思いますけれども、思うところがあれば教えていただけますか。
多和田　日本は単に世界の一部であるということで、それまで特に切り離して
見るつもりはなかったんですけれども、福島で起きた原発事故によってなんだ
か日本が鎖国を始めたみたいに見えてしまったんです。カタカナで書いた「ト
ウキョウ」みたいな街をただ楽しむことができなくなってしまったんですね。
東京はグローバルな都市というよりは福島の一部だったんだ、という気もし
て。『献灯使』を書いたのはその頃です。
　日本が特殊で例外的だということではないんです。チェルノブイリだけでな
く西ヨーロッパやアメリカでも原発事故は起きているし、原発だけでなくて核
兵器を持っている国もある。私たちは地球で起きていることすべてに責任があ
ると思うのですが、日本の困った面については特に責任があるという、そんな
気持ちがしてきたんです。
キャンベル　「日本が例外的ではない」ということは、とくに『百年の散歩』
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やそのあとにお書きになったものを読むと、呼応するというか、波長が続いて
いるということを強く感じました。
　最後にケルンでの国際文芸フェスのことをもう少し聞かせてください。フェ
スでは、どのように今の世の中の状況を文学でとらえ、文学として共有するの
でしょうか。基本的な文学の力というものがあるとすれば、その力の中心はど
ういうものだとお考えですか。
多和田　最近は、表面的には平和そうでも実は不安と不満に溢れている社会
で、わかりやすいアイデンティティーにとびつく人たちが増えています。極端
な例としては「自分はＩＳのメンバーである」とか、もう少し複雑な例を挙げ
れば、「自分はヨーロッパ人ではなく、フランス人なのである」とか、「自分は
本物のアメリカ人であって、移民とは根本的に違う」などなど。日本だったら
多分、「日本人としての誇りを持て」みたいなことになってしまうんでしょう
ね。そういうアイデンティティーを餌として差し出して、とびついてくる人た
ちを政治的に利用しようとする政党が世界的に出てきている。文学はそれとは
全く違う動きをするものだと思うんです。
　自分は自分ではない、自分が自分であるということはありえない、だからこ
そ、そのつかみがたい自分をつかみがたい姿のまま守って、悪用されないよう
にする必要がある。そんな思いが私の執筆の出発点にあります。あたかもワ
タクシを自明の前提とするかのように見える私小説であっても、書き始めた
瞬間、或いは読み始めた瞬間に、言葉は自己ではないものに向かって広がって
いく。自分像みたいなものができてきても、それは言語でできているから、ズ
レみたいなものを忘れることはできないし、忘れないのが文学でしょう。鏡に
映っている自分を見て居心地が悪かったり、恐かったり、虚像に恋したり、鏡
に何も映っていなかったり、鏡から死者が出て来たり、いろんな種類の運動が
起こるんですね。だから、複数のアイデンティティーによって生を豊かにする
ことはあっても、排他的な一つのアイデンティティーにしがみつくことはな
い。
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　ケルンでの国際文芸フェスでもいろいろな角度から、そのへんの話をしたい
んです。招待された作家がそれぞれスターみたいに舞台に上がって自作を朗読
して、拍手を浴びてギャラをもらって家に帰るというフェスではなくて、一週
間のあいだは全員がケルンの街に留まって、ディスカッションや学生との交流
など様々な催しに参加してもらうというコンセプトです。半他人の友情を育て
る、と言ってもいいかもしれません。もちろん、それを本物の友情として押し
つけるつもりはありません。でも、半他人の友情が国境を越えて成立すれば、
その意味は深いのではないでしょうか。
キャンベル　半他人が集まる社会が文学の中で醸成される、それはすごく大事
な視点で、勇気をもらえるお話です。今日はありがとうございました。
【付記】　対談部分は、『新潮』2018年 4 月号より転載。構成・高野夏奈
－150－ －151－
河野　ありがとうございました。今回、国際日本文学研究集会で多和田葉子さ
んをお迎えできて大変うれしく思っております。私からは、その多和田さんと
日本文学研究、とりわけ、海外、また日本語以外の日本文学研究との関わりに
ついて一つお伺いし、それをもってコメントに代えたいと思います。
　多和田さんは日本語、ドイツ語の両方で作家活動を続けていらっしゃいます
が、特に海外の日本文学研究との関わりも深い作家でいらっしゃいます。私が
最初に多和田さんの作品を知ったのは、二〇〇一年、ボストンでのアメリカ日
本文学会という学会でした。多和田さんの他、伊藤比呂美さん、ルース・オゼ
キさんが参加されていました。そのときに多和田さんの朗読を聞いたことを
通し、多和田さんの作品に出会いました。
　現在、私は上智大学で文学を教えています。大学院では、英語で比較文学の
授業を担当し、世界各地から来た学生と文学作品を読んでいます。現代の作家
も読みますが、特に多和田さんの作品には、多くの学生が非常に強い関心を持
つことを感じます。多和田さんの作品に非常に惹かれて、期末のレポートの題
材に多和田さんの作品を選ぶ学生が続出することも多いんですね。このような
現象をみると、多和田さんの作品が、単なるアカデミックな問題意識を超えて
感性に深く共鳴していることを感じます。
　ここで、日本（語）の外の日本文学研究という場について考えてみたいので
す。私の授業の教室のように、日本語以外の言語を使って日本文学を学ぶ研究
者や学生は、日本語で書かれた文学を深く読む力をもつ学生が多いわけです
が、それだけでなく、自分の母語、アカデミックな目的に使う言語など、その
ディスカッション
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他複数の言語においても深い理解力と表現力を持っている。そのような人々が
集まる日本（語）の外の日本文学研究は、自然に多言語でハイブリッドな場を
実現しているといえます。その多言語性、ハイブリッド性というものを抑圧す
るのでなく、解き放ち、さらにそこで戯れるときに、多和田さんの作品世界と
も非常に深く共鳴するポテンシャルがあるのではないかと思うのです。
　たとえば私の授業では、多和田さんのWhere Europe Beginsという英語の作
品集に収録されている“CannedForeign”という短編小説を読むことがあり
ます。この作品には、文字を読めない（読まない）外国人同士の連帯という、
『百年の散歩』にも通じるテーマを読み取ることができます。そのようなテー
マは、特に世界各地から東京に来て日本文学を学ぶ学生には共鳴するものがあ
るのではないかと思います。
　そこで伺いたいのですが、多和田さんは、世界各地にある日本（語）の外
の日本研究をどう思っていらっしゃるのでしょうか。例えば、最近刊行され
た『言葉と歩く日記』（岩波新書）には、世界各地を旅しつつ、作家のワーク
ショップや日本文学の授業を通し、各地の日本研究の研究者や学生と交流する
姿が描かれています。そのような場をどう思っていらっしゃるか。また、その
ような場と関わることから何が得られるとお考えでしょうか。
多和田　わたしの書いた本ですが、娯楽小説を読むみたいに一度サーッと読ん
でもらって、「面白かったよ」というようなことを言ってもらっても別にそれ
はそれで嬉しいんですけども（笑）、それだけではどうもよく分からないとこ
ろが多いという人も多いので、じっくり読んで、何人かで集まって話し合っ
て、自分はこう思ったとか、ああ思ったとか、意見を交わし合う場があって初
めて、読まれた、という感じになる作品を書いてきた気がするんです。そうい
う機会はなかなか普通の社会の中にはないので、大学の授業は貴重ですね。大
学の文学部の授業というと、社会に出てから役に立たないことを学んでいる多
少のんきな教育の場みたいに思われることもあるみたいですけれど、実際、ア
メリカなんかへ行ってみて思ったのは、文学を読む授業というのは社会全体を
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見渡してもほとんど例のない、すごく重要な、例外的な場所ではないかと。つ
まり、人間が集まって小説を読んで、それについて話しているという、この素
晴らしいチャンス（笑）、消えてほしくないですね。大学に招待されてそうい
う雰囲気に一時間でも触れると、書いている側としても嬉しいです。学生たち
の中には、自分の読後感をすぐに言葉にできない人もいるけれど、そういうも
どかしさも何もかも全部含めてね、文学部の授業っていいですね。そういう場
に呼ばれて行くと、それが身体的な記憶として残ります。たとえばヨルダンの
大学の文学部に行ったら、女の学生たちは全員スカーフをしてたけれど、「犬
婿入り」を英語で読んで、ハキハキと手を挙げていろんな質問をしてくれまし
た。イスラム圏で女性が抑圧されている、ということは新聞でも読めるけれ
ど、実際に行ってみると、本を読んで会話する人間の息づかいに触れることが
できる。そんな経験が次に書く作品に影響を与えるということもあると思うん
ですね。
　また世界各国の日本文学科に招待されて行くことも多いのですが、私は日本
に住んでいないので、日本語が母語でない人の話す日本語を聞くことの方が多
くなったりする時期もあります。すると日本語のあり方の可能性というのか
な、それが広がるというか。
　私自身は非常に古風な人間で、スマホとかも持ってないし、とても今の若い
人の気持ちがわかるとはとても思えないんですけれども、この前、ドイツで
カール・ツックマイヤー・メダルという文化賞をもらいまして、というか授賞
式は来年なんですけど、その知らせが来て（笑）、授賞の理由の一つに、ドイ
ツの学生の間で最もよく読まれている作家の一人である、と書いてあって、そ
れが嬉しかったです。ただこの賞には一つ問題があって、賞金がなくて、その
代わり三十リットルの白ワインの樽をくれる。（会場笑）私は白ワインがちょっ
と苦手なので、どうしようかなと。
キャンベル　赤ではどうですか。
多和田　赤ですか。ボルドーならいいけど、それ以外はちょっと（笑）。
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キャンベル　心して（笑）。
河野　ありがとうございました。それではここで、フロアから質問などありま
したら、貴重な機会ですので、質問がある方がいらっしゃったら手を挙げてい
ただきたいと思います。いかがでしょう。
多田蔵人氏　今日はどうもありがとうございました。鹿児島県鹿児島市から来
ました鹿児島大学の多田と申します。私、一九八三年の生まれで、多和田先生
の作品は大体十代の半ばぐらいから、『ゴットハルト鉄道』ぐらいからだった
と思いますけども、リアルタイムで拝読していて、今の自分の原点の一つに
なっています。
　私は永井荷風という作家を中心に引用の研究をしているんですけれども、多
和田先生の作品には、よく引用された話が出てきます。あるいは、この話はも
しかしたら元があるかもしれないんだけども、それはあってもなくてもかまわ
ないというような言葉が出てきます。たとえば『雲をつかむ話』に、《今、私
が話している話は、元の話があったほうがかえって骨董のように味を持って聞
こえてくるだろう》というような言葉があったりして、学生に引用の話をし
て、「それは今の感覚でいうと盗作とか剽窃じゃないんですか」と言われたと
き、その一節を出したりしています。先ほどのお話で、二〇一一年以降、東京
を含めた日本という国がグローバル化の中の一つの都市や国ということではな
く、少し変な国になってきたというふうなことをチラッとおっしゃったと思う
んですけれども、そういう中で、噂話を聞いて書くとか、小説の中によく出て
くると思うんですけれども、あなたにこうしなさいというふうに言われた、そ
れについて語り手が思いを巡らせるという場面も一つの引用の形かと思うんで
すが、そういう引用のあり方というのが、とりわけ日本語で小説を書いていく
際に、このところの状況の中で変わってきたとお考えになるか、もし変わった
とすればどんなふうに変わっているかってことをお伺いしてみたいと思いま
す。
多和田　確かに振り返ってみると、最初の私の初期の作品に『犬婿入り』とい
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うのがあるんですけど、そこでもやっぱり元になる「犬婿入り」という伝説が
あって、それに基づいて書いていて、それに加えて、団地の奥さんたちの間
で、噂話というか、誰が言い出したのかわからない形でいろんな話が広がって
いくという、引用に引用を重ねて出来たような世界を書いています。それと
『百年の散歩』を比べてみると、『犬婿入り』に出てくる社会は、一応共同体の
中で同じ神話が共有されている、ある程度同質性がある社会なので、そこでは
引用とか、引用じゃないっていう風に言っても、その区別がなかなかつかない
と思うんですね。つまり元の話がどこから分かんないぐらい古い、元がないよ
うな、原典がないような、誰かが引用して、引用して、引用してっていう中に
この歴史ができてきているみたいな感じです。
　でもベルリンを舞台にした『百年の散歩』の場合は、ちょっと異質感がある
ことで、それが引用であることが際立って見えるというのかな、簡単に消化し
て再話できないような。たとえば「ローザ・ルクセンブルク通り」には、ロー
ザ・ルクセンブルクが書いた文章の断片が歩道に書いてあって、これは絶対に
私が書いた文章ではないことが一目瞭然なんです。その文章は、歩道に斜めに
刻まれていて、それを辿って読みながら歩いていくと車道に出て、車に轢かれ
そうになる、そういう危なさもあります。他人の書いたものに引き込まれてい
ても、自分が今どこを歩いているのか忘れたら危ないわけです。
多田　最近そういうのが日本語で書いているときに変わってきたとかって感覚
は、じゃ、特に地震があったからとかではなくて……。
多和田　ああ、地震、震災後ってことですか。ああ、震災と……、そうです
ね、どうでしょうね……。自然災害としての震災より私にとって重要だったの
は原発事故ですけれど、たとえば「風評被害」という言葉がありますね。風評
被害って言葉は嫌なんです。危険についての情報がきちんと公開されていると
いう前提があって初めて「風評被害」という概念が成り立つわけじゃないです
か。でもそういう前提はないわけですから。
　ドイツはナチスが犯した過ちを絶対に繰り返さない、ということが重要視さ
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れているので、事実は事実であって、ユダヤ人が殺されたのは、誰がどう殺さ
れたのか、その事実をできるだけ正確に突き止めることが何より大切であっ
て、その点において、「いや、世の中は夢か現実かわからない」などと言うこ
とは絶対許されない。もちろん夢や幻想を文学に書いてもいいわけですが、そ
の場合もファクトと対決して意識的に書くしかない。ところが日本語は、ふわ
ふわっと何でも書けてしまうようなところがある。原発事故に直面して、その
事実と向かい合わなければいけない厳しさから逃げるためにむしろ、理想化さ
れた江戸時代に戻りたい、みたいな感じになってしまうところもあると思うん
ですが、それは江戸時代の悪用ではないですか。どうですか、キャンベルさん
（笑）。
キャンベル　（笑）。一番危ないところをお盆にのせていただいてありがとうご
ざいます。言えることの一つは、事実というものを突き止めたい、つまり事実
ではない風評的な、合法的だけれどフェイクなことがたくさんあって、私たち
はそれらに包囲されていて、道を歩けば、たとえば電子空間で顔と名前が一致
する人であれば、どんなことをしていても、それは瞬時に世界中に拡散してい
きかねないようなこの生活環境。その中で、じゃ、実際にそう識別され、拡散
されてしまったイメージが何なのかということと同時に、本当にその人であっ
たのか、つまり実際に起きたこととの同定からいくつもの物語が生まれ得るわ
けで、それ自体を問わないと、とてもこの世界には安々と休まれないという
か、浸れないということは、すでに起きているんじゃないかなということは感
じます。
河野　あと一人くらい、では、どうぞ。
越川瑛理氏　筑波大学の越川と申します。今日は興味深い話をありがとうござ
いました。「蛸、出て来い。」というタイトルについて今日どういう風にこれを
お決めになったのかという点についてお伺いしたかったのと、あと、今日のお
話と関係するかは分からないですけど、難民とか移民とかっていう問題に対し
て、三・一一以降だと多和田さんが直後に書かれた「不死の島」という短篇で
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も、日本人であるということが海外に行くということに対して、これまでのど
こにでも行けるという意識から、日本のパスポートを持ってるだけで、ちょっ
と放射能持ってきたんじゃないかって不審がられるんじゃないかと登場人物が
ビクビクしてしまうというような意識の変遷みたいなのがあって、そこが日本
から世界に出ていくことに対しての意識の違いが起こったのかなという点につ
いて。あとは多和田さんがドイツに生活していて、難民とか移民と呼ばれる人
たちを取り巻く状況が変わってきたと思うんですが、そのことについて今どう
思っていらっしゃるか。ドイツに暮らしていて、ドイツの人々との間にいる中
で、どういうふうに多和田さんがご意見を持っていらっしゃるかということに
ついて、人々との交わりや、関わり合いの面で聞きたいと思ったのでお願いし
ます。
キャンベル　最初のタイトルですけれども（笑）、これは時々あるんですね。
エッセイを書いていて変なタイトルを先に思い浮かべて、最後まで、なぜそう
いうタイトルになったかということを一言も書かずに原稿を出してしまうこと
が時々あるんですけれども、すみません、今日は何も説明はなかったんですけ
れど、『献灯使』の引用です。先ほど、一番最後に引用した「無名」ですね。
この子どもが自分でパジャマを夜着込んだり、朝それを脱いだりすることがで
きない。で、自分の頭の中では自分が蛸のようになっていて、つまり、うまく
自分の四肢を使って服を脱ぐことができない。まるで自分が蛸になっているよ
うなことを本当に幼い子供らしく、遊びのようにそれを心の中で言っていて、
つまりパジャマを脱ぐときに、蛸になるんですね。そういう遊びのようなこと
をやって、「蛸、出て来い」ということをすごく明るく、切ない描写があるん
です。そこから採ったタイトルです。
多和田　無名が蛸みたいにパジャマと戯れるシーンは私にとってもけっこう重
要なシーンというか、このように非常に大変な身体的状況にあっても、無名は
苦しむというより、明るく遊んでいる。明るいから問題はないのかというと、
やっぱり問題はある。非常にある。これまで築いてきた価値が壊れることで、
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これまで抑圧されてきた価値が現れることもあると思うんです。だからディス
トピアがユートピアみたいに見える。たとえば私たちは、オリンピックで見る
ような速く走ったり高く跳んだりできる肉体がすごいと思っているけど、本当
はもしかしたら蛸みたいに動くほうがいいのかもしれない。それはわからな
い。どういう体が美しいのか、優れているのか、楽しいのか、という基準は少
しずつ変わってきているし、これからも変わっていくだろうし、第一いろいろ
な基準があっていい。いずれにせよ、自分の体を引き受けて、どう生きていく
か、どう遊ぶか、どう見るかということですね。「蛸、出て来い」は、一体何
が出てくるのかよく分からない面白いタイトルだと思います（笑）。
　難民とか亡命者とかについては、ドイツという国は、とくにベルリンは今に
始まったことではなくて、昔からたくさんの人たちが移住してきています。そ
もそも私自身が移民ですが、私がドイツに移住した1982年以後だけを見ても、
ソ連崩壊後にたくさんのドイツ系ロシア人が入ってきた。その数もすごいし、
ユーゴスラビア紛争のときに入ってきた人の数もすごく多いし、その前に労働
者として入ってきたトルコ人の三代目、四代目もたくさん暮らしています。そ
の数は日本からは想像できないほど多いわけで、多様性の中でできてきたのが
今のドイツ文化だと思うんです。確かに問題はいろいろ起こっていますが、で
も、もし日本に同じ数の移民が入って来たら、日本社会は動揺し、対応できな
いで麻痺してしまうと思います。ドイツは麻痺していません。動いています。
消化しようとしています。ベルリンの小学校でも地区によって例えば、ドイツ
人の子は一人しかいないクラスとかもありますが、ドイツ語のあまりわからな
い子供たちに先生は何をどう教えるのか、これはものすごく大変だと思いま
す。よく頑張っているなあ、と私などはいつも感心して見ています。
河野　今日は、特に最近の三つの作品について、キャンベルさんが様々な方向
から読み取ってくださり、多和田さんの作品世界がまた広がったように思いま
す。このような優れた作品を日本語で読めるということは、とても素晴らしい
ことだと改めて思いました。今日はどうもありがとうございました。
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